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Ⅰ
�
序

論

慶
應
義
塾
大
学
西
ア
ジ
ア
考
古
学
調
査
団
は
、
二
〇
一
六
年
八

月
二
日
か
ら
二
六
日
ま
で
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡

に
調
査
隊
を
派
遣
し
、
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
本
調
査
は
、
同
自

治
政
府
観
光
遺
跡
庁
（
長
官

ジ
ハ
ド
・
ヤ
シ
ン
氏
）
と
の
共
同

調
査
で
あ
り
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ａ
、

課
題
番
号24251015

）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
群
か
ら
な
る
複
合
遺

跡
で
あ
る
が
、
本
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
の
調
査
で
大
規
模
な
ビ

ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
の
存
在
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
ブ
ル
ジ
ュ
・

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
を
調
査
対
象
と
し
、
そ
の
構
造
を
よ
り
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
（
1
）
。
調
査
は
、
す
で
に
設
定
さ
れ
て

い
る
Ｂ
２
地
区
お
よ
び
Ｄ
地
区
を
拡
大
し
て
行
っ
た
。
Ｂ
２
地
区

は
教
会
堂
の
南
壁
と
接
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
北
に
拡
大

し
、
中
央
の
石
敷
き
の
床
と
教
会
堂
の
屋
根
を
支
え
る
列
柱
の
位

置
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
Ｄ
地
区
は
、
塔
（
Ａ
地

区
）
の
北
側
、
教
会
堂
の
ア
プ
ス
部
分
で
あ
り
、
昨
年
度
十
分
確

認
で
き
な
か
っ
た
ア
プ
ス
の
北
側
及
び
東
側
部
分
の
調
査
を
行
っ

た
。本

報
告
で
は
、
す
で
に
教
会
堂
西
側
入
口
部
分
で
発
見
さ
れ
て

い
る
中
央
の
部
屋
を
部
屋
１
、
そ
の
南
側
の
部
屋
を
部
屋
２
、
そ

の
北
側
の
部
屋
を
部
屋
３
と
し
、
本
年
度
調
査
し
た
ア
プ
ス
か
ら

突
き
出
し
た
祭
壇
の
北
側
で
検
出
し
た
部
屋
（
家
畜
小
屋
）
を
部

屋
４
、
ア
プ
ス
の
真
北
に
あ
る
小
部
屋
を
部
屋
５
、
そ
の
さ
ら
に

東
側
に
位
置
す
る
部
屋
を
部
屋
６
と
し
て
報
告
す
る
。

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡

（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

杉
本
智
俊
・
菊
池

実

稲
野
裕
介
・
間
舎
裕
生

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
六
五
（
一
六
五
）



そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
Ｂ
２
地
区
�
菊
池
実
、
イ
ヤ
ド
・
マ
ズ
ル
ー
ムIyad

M
azloom

（
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）、
長
尾
琢
磨
（
ア
シ
ス
タ

ン
ト
・
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）、
Ｄ
地
区
（
部
屋
４
及
び
西
側
、

南
側
ト
レ
ン
チ
）、
稲
野
裕
介
、
ス
フ
ィ
ヤ
ン
・
イ
ダ
イ
スSufyan

Idais

（
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）、
大
内
絢
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・

ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）、
Ｄ
地
区
（
部
屋
５
、
６
及
び
東
側
ト

レ
ン
チ
）�
間
舎
裕
生
、
バ
ッ
サ
ー
ム
・
ナ
サ
ス
ラB

assam
N

a-

sasra

（
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）、
藤
澤
綾
乃
（
ア
シ
ス
タ
ン

ト
・
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）。
ま
た
、
有
吉
亮
が
レ
ジ
ス
ト
ラ

ー
、
佐
野
真
奈
美
、
神
田
惟
が
内
業
班
を
担
当
し
た
。
こ
の
他
、

日
本
側
か
ら
、
松
本
健
佑
、
藤
田
隆
太
郎
、
三
上
遥
、
國
井
優
花

（
慶
應
義
塾
大
学
学
生
）、
松
村
由
美
（
関
西
大
学
大
学
院
生
）、

林
和
行
（
米
国
ベ
イ
ラ
ー
大
学
大
学
院
生
）、
濱
谷
望
（
へ
ブ
ル

大
学
Ｏ
Ｂ
）、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
か
ら
、
バ
ラ
・
ア
イ
ヤ
ドB

ara

A
yyad

、
ア
リ
ー
ジ
ュ
・
ア
ボ
・
シ
ャ
ル
クA

reejA
bo

Sharkh

（
ア
ル
・
ク
ド
ゥ
ス
大
学
学
生
）
が
調
査
に
参
加
し
、
現
地
か
ら

毎
日
１１
名
の
労
働
者
を
雇
用
し
た
。

本
報
告
は
、
各
地
区
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
に
よ
る
報
告
に
杉

本
が
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
�
Ｂ
２
地
区

二
〇
一
五
年
度
の
本
地
区
の
調
査
で
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
の
南

側
外
壁
の
位
置
が
ほ
ぼ
あ
き
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
東

西
方
向
に
走
る
表
面
が
平
ら
な
一
列
一
段
の
低
い
石
列
を
検
出
し

た
（
2
）。
こ
れ
は
列
柱
の
基
礎
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
南
側

に
は
モ
ザ
イ
ク
床
、
北
側
に
は
石
敷
き
の
床
が
確
認
さ
れ
た
。
ア

プ
ス
の
存
在
か
ら
こ
の
教
会
堂
は
大
き
な
バ
シ
リ
カ
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
た
が
、
も
し
こ
の
石
列
が
側
廊
を
区
切
る
も
の
だ

と
す
る
と
、
全
体
構
造
の
か
な
り
南
側
に
寄
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
（
3
）。
屋
根
を
支
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
内
側
に
も
う
一
組
の
列
柱

を
配
す
る
五
廊
式
の
構
造
を
推
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く

異
な
る
構
造
を
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
（
図
１
参
照
）。
こ
の
点

を
明
ら
か
に
し
、
教
会
堂
の
全
体
像
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
本
調

査
区
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
既
掘
地
区
の
北
側
に
隣
接
し
、
ア
プ
ス
正

面
に
位
置
す
る
グ
リ
ッ
ド
Ｈ
９
に
焦
点
を
当
て
て
教
会
構
造
の
把

握
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
調
査
が
進
む
と
、
Ｈ
９
及
び
そ
の
周

辺
か
ら
独
立
し
た
特
殊
な
遺
構
が
出
現
し
た
の
で
、
こ
の
場
所
で

は
列
柱
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
新
た
に
教
会
堂
の
入
口
近
く
の
グ
リ
ッ
ド
Ｈ
７

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
六
六
（
一
六
六
）



の
調
査
も
行
い
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
、
Ｈ
９
地
区

で
は
出
土
し
た
特
殊
な
遺
構
の
性
格
解
明
を
め
ざ
す
こ
と
と
し

た
。１

�
Ｈ
８
／
１０
、
Ｇ
９
／
１０

（
１
）
調
査
地
区

当
地
区
は
、
八
月
四
日
に
調
査
を
開
始
し
、
二
二
日
に
現
地

調
査
を
終
え
て
い
る
。
発
掘
は
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
の
ア
プ
ス
の
ほ

ぼ
正
面
に
位
置
す
る
Ｈ
９
グ
リ
ッ
ド
か
ら
開
始
し
た
が
、
調
査

開
始
当
日
か
ら
す
で
に
石
列
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
「
ピ
ッ
ト
」

が
現
れ
、
す
ぐ
に
そ
れ
が
独
立
し
た
相
当
規
模
の
遺
構
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
教
会
堂
の
構
造
把
握
を
こ

こ
で
行
う
こ
と
は
断
念
し
、
こ
の
遺
構
の
性
格
解
明
を
目
的
と

す
る
こ
と
に
し
た
。
調
査
区
は
遺
構
に
沿
っ
て
拡
大
し
、
最
終

的
に
Ｈ
９
全
体
の
他
、
Ｈ
８
、
Ｈ
１０
、
Ｇ
９
、
Ｇ
１０
の
一
部
を

含
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
遺
構
の
東
側
部
分
と
北
側

部
分
の
一
部
は
、
未
発
掘
で
終
了
し
て
い
る
。

（
２
）
基
本
層
序

こ
の
遺
構
は
、
ま
ず
四
基
の
Ｌ
字
状
の
「
囲
み
」
が
ほ
ぼ
正

方
形
を
な
す
よ
う
に
検
出
さ
れ
、
そ
の
中
央
に
丸
く
大
き
な
空

間
が
開
い
て
い
た
（
4
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
囲
み
」
の
中
に
は
、
丁
寧

図 1 2015年度調査終了時に推定されたビザンツ教会の構造

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
六
七
（
一
六
七
）



に
整
形
さ
れ
た
柱
台
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、「
囲
み
」
の
外
側
二

辺
の
石
の
中
央
や
や
外
側
寄
り
に
溝
が
彫
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

こ
の
空
間
の
東
側
で
は
、
そ
れ
と
接
し
て
造
ら
れ
た
矩
形
の
建
築

が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
（
図
２
）。

実
際
の
発
掘
時
に
は
、
ま
ず
正
方
形
の
構
造
の
中
央
に
存
在
す

る
円
形
の
空
間
部
分
（
ロ
ー
カ
ス
﹇
以
下
括
弧
内
は
Ｌ
と
す
る
﹈

４４９
、
上
層
Ｌ
４４５
）
を
掘
り
下
げ
た
が
、
表
土
よ
り
下
の
堆
積
に
土

層
の
区
別
は
で
き
ず
、
床
面
（
深
さ
約
７０
�
）
に
至
る
ま
で
ビ
ザ

ン
ツ
期
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
床
面
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
の
床
に
漆
喰
を
塗
っ
た
も
の

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
遺
構
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
廃
絶
年
代
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
逆
に
、
十
字
軍
期
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
使
用
時
の
堆
積
に
関

し
て
は
、
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
空
間
の
東
側
に
接
続
す
る
矩
形
の
遺
構
も
、
床
面
に
至
る
ま

で
同
一
の
土
層
で
あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
ま

で
の
土
器
片
を
含
む
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
四
隅
の
遺
構
の
内
部
を
発
掘
し
た
。
そ
れ
ら
に
は
瓦

礫
が
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
検
出
さ
れ
た
土
器
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
ビ

ザ
ン
ツ
期
の
も
の
で
あ
っ
た
（
5
）
。
こ
こ
か
ら
出
土
す
る
遺
物
は
、
こ

の
遺
構
の
建
て
替
え
時
の
年
代
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
で
あ

図 2 アプスの正面で発掘された遺構（南西側から撮影）

史

学

第
八
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ろ
う
。

（
３
）
出
土
遺
構

Ｌ
字
型
の
囲
み
（
ロ
ー
カ
ス
４８０
、
４８１
、
４８３
）

上
記
三
基
の
囲
み
は
図
3
の
と
お
り
、
外
側
が
直
交
す
る
石
列

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
側
の
石
列
に
は
そ
れ
ぞ
れ
円
の
四
分
の

一
に
な
る
よ
う
に
ア
ー
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
高
さ
は
石
段
二

段
６０
�
で
あ
っ
た
が
、
一
段
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
部
分
も
存

在
す
る
。
構
成
す
る
石
は
、
非
常
に
精
緻
に
切
ら
れ
て
お
り
、
教

会
堂
の
石
敷
に
直
接
据
え
ら
れ
て
い
た
。
外
側
の
石
の
上
面
に
は
、

長
辺
に
並
行
す
る
よ
う
に
溝
が
彫
ら
れ
て
い
た
。

囲
み
の
外
周
の
石
の
内
側
に
は
柱
台
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
二

辺
の
直
交
す
る
直
角
部
分
に
精
巧
に
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。
最
も
残

存
状
態
の
よ
い
南
西
角
の
も
の
（
Ｌ
４８３
）
は
、
各
辺
三
つ
の
切
り

石
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
外
周
二
辺
が
直
交
す

る
部
分
で
は
、
九
十
度
曲
が
っ
た
石
が
南
辺
側
に
用
い
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
角
の
中
央
と
西
辺
の
南
か
ら
二
番
目
の
石
の
北
端
に
は

正
方
形
の
溝
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
間
を
幅
１２
�
の
溝
が
つ
な

い
で
い
た
。
同
様
の
細
長
い
溝
は
南
辺
に
も
存
在
し
た
が
、
端
の

正
方
形
の
溝
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
教
会
堂
で
し

ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
チ
ャ
ン
セ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ンchancel

screen/reredos
と
ポ
ス
トpost

の
た
め
の
も
の
だ
と
思
わ
れ

図 3 南西角の囲み（ローカス 483、東側から撮影）

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
六
九
（
一
六
九
）



る
（
6
）。北

東
角
の
も
の
（
Ｌ
４８１
）
に
も
、
各
辺
二
本
以
上
の
上
段
の
外

周
石
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
配
置
は
乱
さ
れ
て

い
た
。
北
辺
で
は
、
東
側
の
石
の
内
外
が
反
転
さ
れ
て
お
り
、
ク

ラ
ン
ク
状
に
な
っ
て
い
た
。
東
辺
で
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
（
２２
�
×

２３
�
）
の
彫
り
込
み
と
そ
の
延
長
で
あ
る
幅
１２
�
、
深
さ
６
�
の

溝
の
あ
る
石
が
確
認
さ
れ
た
。
石
の
長
さ
は
、
約
６７
�
で
あ
っ
た
。

こ
の
石
は
元
来
北
端
に
置
か
れ
る
は
ず
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

南
端
に
来
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
北
側
で
は
上
段
の
石
が
な
く
な

っ
て
、
下
段
の
石
に
溝
の
施
さ
れ
た
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
溝

の
幅
は
１０
�
、
深
さ
６
�
で
、
石
の
長
さ
は
完
全
の
露
出
さ
れ
て

い
な
い
が
、
２６
・
５
�
以
上
、
高
さ
は
３７
�
で
あ
っ
た
。

南
東
角
の
囲
み
（
Ｌ
４８０
）
で
は
、
東
辺
、
南
辺
の
直
交
す
る
部

分
で
切
り
石
が
は
ず
さ
れ
、
粗
く
整
形
さ
れ
た
石
が
充
填
さ
れ
て

い
た
。
内
側
の
石
は
切
り
石
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
後
述

す
る
矩
形
の
建
物
を
接
続
す
る
時
に
改
変
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
北
西
角
の
も
の
（
Ｌ
４８０
）
の
上
段
外
周
の
石
は
、
一
つ
し
か

露
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
切
り
石
で
溝
が
彫
ら
れ
て
い
た
。
た
だ

し
、
本
来
隅
に
期
待
さ
れ
る
正
方
形
の
溝
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

囲
み
の
内
側
の
ア
ー
ル
部
分
も
、
基
本
的
に
切
り
石
を
組
み
合

わ
せ
て
造
ら
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
石
組
み
で
囲
ま
れ

た
中
央
の
空
間
に
は
、
す
べ
て
創
建
時
か
ら
土
が
入
れ
ら
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
内
側
の
石
組
み
の
内
面
は
粗
く
削
ら
れ
て
い
て

露
出
し
て
い
た
よ
う
に
は
見
え
ず
、
も
し
土
が
な
か
っ
た
と
す
る

と
角
に
置
か
れ
た
柱
台
（
後
述
参
照
）
が
動
い
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
。
一
方
、
内
壁
の
石
組
み
の
外
壁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
漆
喰
で
少

な
く
と
も
四
重
に
塗
ら
れ
て
お
り
、
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
四
つ

の
囲
み
で
構
成
さ
れ
る
構
造
を
維
持
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
部
分
的
な
改
変
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
元
来
四
つ
合
わ
さ
っ

て
構
成
さ
れ
る
構
造
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

尚
、
北
西
の
囲
み
の
内
側
の
漆
喰
に
は
、
火
の
使
用
を
示
す
よ
う

な
炭
で
黒
く
な
っ
た
箇
所
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
た
。

柱

台

四
隅
の
囲
み
の
う
ち
三
つ
か
ら
ほ
ぼ
同
型
、
同
サ
イ
ズ
の
柱
台

が
出
土
し
た
。
も
う
一
基
は
露
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
も

同
様
の
柱
台
が
据
え
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
柱
台
の
四
角

い
底
部
は
み
な
、
囲
み
の
内
部
で
外
側
の
石
列
の
角
に
接
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
精
緻
に
整
形
さ
れ
て
お
り
、
台
座

plinth

部
分
の
上
に
ア
ッ
テ
ィ
ッ
カ
式
柱
台A

ttic
base

を
持
っ

て
い
た
（
図
４
）。
ロ
ー
カ
ス
４８３
の
も
の
に
関
し
て
は
、
台
座
の

高
さ
が
３４
�
、
柱
台
全
体
の
高
さ
は
５９
�
で
あ
る
。
床
面
に
接
す

る
台
座
は
６７
�
×
６７
�
の
方
形
で
あ
る
。
床
面
か
ら
１５
�
の
部
分

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
七
〇
（
一
七
〇
）



に
８
�
幅
で
、
深
さ
１
・
５
�
の
掘
り
込
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
掘
り
込
み
の
上
下
１
�
部
分
に
は
細
く
水
平
に
切
り
込
み

（
マ
ー
ジ
ン
）
が
施
さ
れ
て
い
た
。
ア
ッ
テ
ィ
ッ
カ
式
柱
台
に
は
、

ト
ル
スtorus

お
よ
び
ア
ニ
ュ
レ
ッ
トanullet

が
各
二
箇
所
造

作
さ
れ
、
ス
コ
テ
ィ
アscotia

は
一
か
所
で
あ
る
。
ト
ル
ス
２
に

据
え
ら
れ
る
円
柱
の
直
径
は
５０
�
で
あ
る
。
ロ
ー
カ
ス
４８０
で
は
、

台
座
の
一
辺
は
６７
�
、
柱
台
全
体
の
高
さ
は
５２
�
、
柱
の
直
径
は

４８
�
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
カ
ス
４８１
で
は
、
台
座
の
一
辺
は
６５
�
×
６７

�
、
柱
台
全
体
の
高
さ
は
６０
�
、
柱
の
直
径
は
５１
�
で
あ
っ
た
。

柱
台
は
、
す
で
に
教
会
堂
内
部
の
堆
積
か
ら
、
別
に
三
基
確
認

さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
槽
の
蓋
に
さ
れ
て
い
る
も
の
（
底
部
の
一

辺
４６
�
）、
側
廊
部
分
の
後
代
の
壁
に
二
次
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
（
底
部
の
一
辺
６４
�
、
高
さ
４３
�
）、
本
遺
構
改
変
時
の
建
材

と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
（
底
部
の
幅
５６
�
）
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
台
座
と
ア
ッ
テ
ィ
カ
式
柱
台
を
使
用
し
て
い
る
が
、
よ

り
簡
素
な
作
り
で
あ
り
、
別
の
場
所
に
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。

本
遺
構
の
柱
台
は
、
す
べ
て
丁
寧
に
切
ら
れ
て
教
会
堂
床
面
に

密
着
し
て
お
り
、
後
代
に
お
け
る
二
次
使
用
と
見
る
の
は
不
自
然

で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
よ
う
に
精
巧
な
切
り
石
建
築
は
、
本
遺

跡
に
お
け
る
十
字
軍
期
や
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
建
築
に
は
ま
っ
た

く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
囲
み
の
中
の
瓦
礫
の
遺
物
が
ほ
ぼ
ビ
ザ
ン

ツ
期
の
土
器
片
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
柱
台
と
少
な
く

と
も
外
周
の
石
組
は
原
位
置
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

円
柱
は
天
蓋
（
キ
ャ
ノ
ピ
ー
）
の
よ
う
な
も
の
を
支
え
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
教
会
堂
中
央
部
に
お
い
て
特
別
な
場
所
を
記
念
す
る

構
造
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

図 4 柱台の概念図（菊池実作成）
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囲
み
の
間
の
空
間

囲
み
の
間
の
空
間
は
、
元
来
は
通
路
状
（
幅
約
１５０
�
）
に
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
か
ら
北
側
（
Ｌ
４７６
）
と
西
側
（
Ｌ

４７９
）
の
も
の
は
細
長
い
切
り
石
で
埋
め
ら
れ
、
そ
の
内
壁
に
漆
喰

が
塗
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
5
）。
こ
れ
ら
埋
め
ら
れ
た
空

間
部
分
の
漆
喰
は
１
〜
２
層
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
囲
み
自
体
の
漆

喰
と
比
べ
て
あ
き
ら
か
に
薄
か
っ
た
。
こ
の
空
間
部
分
は
発
掘
し

て
い
な
い
の
で
、
そ
の
下
の
遺
物
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、

東
側
の
通
路
（
Ｌ
４５４
、
表
土
�
Ｌ
５４１
）
は
埋
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

後
述
す
る
矩
形
の
建
物
と
つ
な
が
る
よ
う
通
路
と
な
っ
て
い
た
。

特
筆
す
べ
き
点
は
、
南
側
の
通
路
が
後
に
半
円
形
の
壁
（
Ｌ

４４８
）
で
塞
が
れ
て
壁
龕
状
の
小
部
屋
（
Ｌ
４６７
、
上
層
Ｌ
４４７
、
４６３
）

と
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
壁
龕
に
用
い
ら
れ
た
石
は
、
こ
の
遺

構
の
他
の
部
分
よ
り
も
大
き
く
、
上
面
を
平
ら
に
し
た
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
背
後
（
南
側
）
に
は
、
標
高
８７８
・
７０
�
前
後
で
床
面
が

存
在
し
、
平
石
敷
き
（
Ｌ
４５２
）
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
壁
龕
は
、

キ
ブ
ラ
に
ほ
ぼ
符
合
す
る
南
側
に
位
置
し
て
お
り
、
丁
寧
に
漆
喰

が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
元
来
記
念
聖
堂
の
場
所
に
位
置
し
て
い

た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
ミ
フ
ラ
ー
ブ
と
し
て
作
り
直
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
こ
の
遺
構
の
最
終
形
態
で
あ
り
、

中
央
空
間
の
堆
積
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
廃
絶
年
代
は
マ
ム
ル

図 5 4つの囲みで構成された遺構（南側から撮影）

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
七
二
（
一
七
二
）



ー
ク
朝
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
時
代
に
は
イ
ス
ラ

ー
ム
の
礼
拝
施
設
（
モ
ス
ク
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

床囲
み
で
構
成
さ
れ
た
遺
構
の
床
（
Ｌ
４４９
）
は
、
壁
と
同

様
、
全
面
が
3
〜
4
層
の
漆
喰
で
塗
ら
れ
、
厚
い
箇
所
で

は
６
�
以
上
と
な
っ
て
い
た
。
一
部
漆
喰
の
下
か
ら
石
敷

き
の
床
面
が
露
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
他
の
箇

所
で
知
ら
れ
る
石
敷
き
と
同
じ
で
あ
り
、
基
段podium

な
ど
が
あ
っ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
四
隅
の
柱

台
も
こ
の
床
面
に
直
接
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。

東
側
に
隣
接
す
る
矩
形
の
建
物

囲
み
で
構
成
さ
れ
た
遺
構
の
東
側
で
は
、
そ
れ
と
通
路

で
接
続
さ
れ
る
矩
形
の
建
物
を
検
出
し
た
（
図
6
）。
こ

の
建
物
の
北
端
と
東
端
部
分
は
、
調
査
期
間
の
関
係
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
プ
ス
の
前
面
（
Ｄ

地
区
）
に
こ
の
建
物
の
延
長
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
こ
ま
で
は
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
遺
構
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
大
型
建
物
か
ら
は

独
立
し
た
建
築
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
建
物
の
横
壁
と
床
も
、
囲
み
で
構
成
さ
れ
た
遺
構

図 6 4つの囲みで構成された遺構と東側の建物
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と
同
様
、
全
面
に
漆
喰
が
塗
ら
れ
て
い
た
。
囲
み
遺
構
で
は
４

〜
５
層
の
漆
喰
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
遺
構
で
は

漆
喰
は
３
層
の
塗
り
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
囲
み

で
構
成
さ
れ
た
遺
構
が
最
初
に
存
在
し
、
そ
れ
よ
り
後
に
な
っ
て

こ
の
遺
構
が
接
続
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後

の
塗
り
は
両
遺
構
で
連
続
し
て
い
る
た
め
、
い
っ
た
ん
接
続
さ
れ

た
後
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
建
物
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
（
7
）
。

こ
の
建
物
の
南
壁
（
Ｌ
４７３
＋
４７５
）
に
は
、
三
段
の
階
段
に
な
っ

た
入
口
（
Ｌ
４７４
、
幅
約
１
�
、
床
の
高
さ
８７８
・
２０
�
、
階
段
の
最

上
部
８７８
・
８５
�
）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
遺
構
の
床
面
よ
り
も
約

６５
�
高
い
石
敷
き
の
床
面
か
ら
降
り
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま

た
、
南
壁
の
一
部
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
大
き
な
石
材
（
長
さ
９５

�
、
幅
４０
�
超
、
高
さ
６１
�
）
が
再
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
事
象
も
、
こ
の
矩
形
の
建
物
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
に
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
建
物
内
に
堆
積
し
た
土
層
（
Ｌ
４７１
、
上
層
Ｌ
４６９
）
か
ら
は
、

ビ
ザ
ン
ツ
期
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
遺
構
の
廃
絶
年
代
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
建
設
年
代
は
不
確
か
で
あ
る
（
8
）
。
す
で
に
十
字
軍
期
に
、
記
念

聖
堂
に
付
属
す
る
小
礼
拝
堂
と
し
て
、
こ
の
建
物
が
存
在
し
て
い

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
建
物
は
、

全
体
に
少
な
く
と
も
三
回
漆
喰
が
塗
り
直
さ
れ
、
か
な
り
の
期
間

使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
十
字
軍
期
の
教
会

堂
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
の
破
壊
さ
れ
た
周
壁
に
よ
っ
て
囲

ま
れ
た
中
庭
の
中
に
独
立
し
て
立
っ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

（
４
）
考
察
―
時
代
毎
の
遺
構
の
性
格

上
述
の
調
査
結
果
か
ら
時
代
毎
の
遺
構
の
形
状
を
検
討
す
る
と
、

以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ビ
ザ
ン
ツ
期

ま
ず
、
四
基
の
「
囲
み
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
遺
構
は
、
お

そ
ら
く
ビ
ザ
ン
ツ
期
に
建
設
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ビ

ザ
ン
ツ
教
会
の
床
直
上
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
位
置
的
に
も
、
入

口
か
ら
ア
プ
ス
に
至
る
中
心
軸
に
載
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
図

7a
）。
切
り
石
や
柱
台
も
精
巧
に
造
ら
れ
て
お
り
、
本
遺
跡
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
石
材
を
使
用
す
る
の
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
以
外

に
考
え
ら
れ
な
い
。
囲
み
の
外
周
の
石
に
は
溝
が
彫
ら
れ
て
お
り
、

チ
ャ
ン
セ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
と
い
う
祭
壇
部
分
を
仕
切
る
石
板
が

は
め
込
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
四
隅
の
円
柱
は
お
そ
ら
く
天

蓋
の
よ
う
な
も
の
を
支
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
教
会
堂
の
中
央

部
分
に
な
ん
ら
か
の
意
味
で
記
念
的
な
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

史
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こ
の
施
設
の
性
格
は
、
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な

い
。
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
で
、
長
堂
（
バ
シ
リ
カ
）
式

教
会
堂
に
集
中
式
の
教
会
堂
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
例
は
、

聖
墳
墓
教
会
や
聖
誕
教
会
を
は
じ
め
、
多
数
知
ら
れ
て
い

る
が
、
集
中
式
の
教
会
堂
が
バ
シ
リ
カ
の
中
央
に
位
置
す

る
例
は
あ
ま
り
な
い
か
ら
で
あ
る
（
9
）
。
北
シ
リ
ア
で
は
、
ベ

ー
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
集
中
式
の
基
壇
が
教
会
堂
の
中
央
に

置
か
れ
る
例
も
知
ら
れ
て
い
る
（Loosely,2012

参

照
）
が
、
本
遺
跡
の
も
の
は
床
に
直
接
接
し
て
い
て
基
壇

に
な
っ
て
い
な
い
。
洗
礼
槽
の
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
シ

ボ
リ
ウ
ム
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
例
は
大
き
す
ぎ
る
で

あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
本
年
度
の
調
査
で
あ
き
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
列
柱
が
周
壁
の
内
側
四
方
を
囲
ん
で
い
た
と

す
る
な
ら
（
後
述
参
照
）、
周
壁
は
あ
く
ま
で
屋
外
広
場

の
囲
み
で
あ
り
、
こ
の
遺
構
そ
の
も
の
が
周
壁
の
中
央
に

位
置
し
た
集
中
式
の
教
会
堂
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
周
壁
と
列
柱
の
間
は
バ
シ
リ
カ
の
側

廊
で
は
な
く
、
周
壁
に
沿
っ
た
列
柱
廊peristyle

と
な

り
、
そ
の
幅
の
狭
さ
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
ま
た
、
周
壁

の
内
部
全
体
に
大
型
の
石
敷
き
が
施
さ
れ
て
い
る
点
も
、

屋
外
空
間
の
ほ
う
が
合
っ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
場
合
、

図 7a 教会堂内における「記念聖堂」の位置

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
七
五
（
一
七
五
）



囲
み
遺
構
は
教
会
堂
の
外
壁
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
現
在
露
出
さ
れ
て
い
る
遺
構
の
外
側
に
も
う
一

重
外
壁
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
東
側
の
周
壁
に
位
置
す
る
ア
プ

ス
と
の
関
係
も
不
明
と
な
る
。

こ
う
し
た
点
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

に
特
殊
な
遺
構
が
存
在
す
る
自
体
、
本
教
会
堂
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
や

ヤ
コ
ブ
な
ど
と
関
連
し
た
聖
書
の
事
蹟
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
10
）
。

十
字
軍
期

十
字
軍
期
に
こ
の
遺
構
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
を
知

る
こ
と
は
難
し
い
（
11
）
が
、
後
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
も
使
用
さ
れ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
が
見
え
る
形
で
残
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
十
字
軍
期
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
塔
の
入
り
口
や

水
利
施
設
の
標
高
か
ら
考
え
ら
れ
る
地
表
面
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
よ
り

３０
�
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
石
敷
き
の
床
は
土
に
覆
わ
れ

て
中
庭
の
よ
う
に
な
り
、
囲
み
の
遺
構
も
中
途
ま
で
埋
ま
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
チ
ャ
ン
セ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
は
す
で
に

使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
柱
も
お
そ
ら
く
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
度
破
壊
さ
れ
た
遺
跡
で
、
自
立
し
た
柱
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

た
可
能
性
は
低
い
か
ら
で
あ
る
（
12
）
。

囲
み
の
東
側
の
建
物
が
い
つ
建
設
さ
れ
た
の
か
も
、
判
断
が
難

し
い
。
た
だ
、
こ
の
建
物
の
一
部
に
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
建
材
が
再
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
遺
構
の
床
に
降
り
る
た
め
に
後
代
の

床
面
か
ら
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
き
ら

か
に
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
建
築
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ビ
ザ
ン
ツ

期
に
は
、
四
基
の
囲
み
だ
け
が
存
在
し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
一
方
、
十
字
軍
期
に
、
す
で
に
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
大
型
教
会
堂

を
失
っ
て
い
た
人
々
が
、
記
念
聖
堂
に
隣
接
し
て
小
型
の
礼
拝
堂

を
建
て
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
囲
み
の
間
の
通
路
の
壁

は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
埋
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
上
に

塗
ら
れ
た
漆
喰
は
東
側
建
物
の
も
の
と
比
べ
て
薄
く
、
両
方
が
同

時
期
に
造
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

建
物
に
降
り
る
階
段
も
造
作
が
一
様
で
な
く
、
建
て
替
え
作
業
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
十
字
軍
期
に
は
四
つ
の
囲
み
で
で
き
た
遺
構
と
東
側

建
物
が
、
周
壁
で
囲
ま
れ
た
中
庭
に
独
立
し
た
遺
構
と
し
て
立
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
四
つ
の
囲
み
か
ら
な
る
遺
構
の
性
格
は
ま

だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
も
し
そ
れ
が
教
会
堂
内
の
施
設
で
囲
み

の
間
の
通
路
が
ま
だ
埋
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
開
い

た
空
間
で
あ
る
「
記
念
聖
堂
」
と
閉
じ
た
空
間
で
あ
る
東
側
建
物

が
接
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
場
合
は
、
お

そ
ら
く
四
つ
の
囲
み
構
造
を
基
礎
部
と
し
て
、
そ
の
上
に
木
造
の

史
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上
部
構
造
が
あ
っ
た
と
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
遺
構
の
状
態
は
、
最
終
的
に
発
掘
さ
れ
た

形
で
あ
り
、
囲
み
構
造
の
遺
構
と
東
側
の
矩
形
の
建
物
が
つ
い
た

形
で
あ
る
。
囲
み
遺
構
の
南
側
の
通
路
は
、
半
円
形
に
閉
じ
ら
れ

て
ミ
フ
ラ
ー
ブ
と
な
っ
て
お
り
、
西
側
、
北
側
の
通
路
も
閉
じ
ら

れ
て
漆
喰
が
塗
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の
南
側
に
は
、
小

ぶ
り
な
平
石
の
敷
石
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ミ
フ
ラ
ー
ブ

に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
敷
か
れ

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
13
）
。
ミ
フ
ラ
ー
ブ
の
存
在
、
丁
寧
に
全
面

が
漆
喰
に
よ
っ
て
塗
ら
れ
た
仕
様
、
宗
教
施
設
の
連
続
性
か
ら
考

え
て
、
こ
の
遺
構
は
モ
ス
ク
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
（
14
）
。

囲
み
の
間
の
通
路
に
な
っ
た
空
間
は
、
南
側
の
通
路
に
半
円
形

の
ミ
フ
ラ
ー
ブ
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
マ
ム
ル
ー

ク
朝
期
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
十
字
軍
期
に
す
で
に
通

路
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
埋
土
を
外
し
て
ミ
フ
ラ

ー
ブ
を
造
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
（
15
）
。
た
だ
、
こ
の
時

期
に
通
路
の
空
間
が
埋
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
木
造
の
上
部
構
造

は
な
お
必
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
独
立
し
た
建
物
と
な

っ
て
い
た
遺
構
に
は
、
屋
根
が
必
要
で
あ
り
、
屋
外
空
間
と
屋
内

空
間
を
接
続
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

東
側
の
建
物
は
、
こ
の
時
代
に
も
半
地
下
と
な
っ
て
お
り
、
階

段
か
ら
降
り
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
も
し
こ
の
建
物
の
元
来
の

建
設
が
十
字
軍
期
だ
と
す
る
な
ら
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
、
階
段

部
分
な
ど
に
多
少
の
改
変
が
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
判

断
に
は
、
各
時
代
の
床
面
の
高
さ
と
遺
構
の
構
造
の
関
連
な
ど
、

よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

小

括

現
状
で
考
え
る
と
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
に
は
、
全
体
の
周
壁
の
中
央

に
集
中
式
の
教
会
堂
が
存
在
し
た
か
（
図
7b
）、
長
堂
式
の
教
会

堂
の
中
央
に
「
記
念
聖
堂
」
が
存
在
し
た
（
図
１
参
照
）
と
考
え

ら
れ
る
。
十
字
軍
期
に
な
る
と
、
そ
れ
は
土
で
覆
わ
れ
た
中
庭
に

独
立
し
て
立
つ
小
教
会
堂
と
な
り
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
な
る
と
、

そ
の
全
体
が
モ
ス
ク
に
変
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
宗
教
が
変
わ

っ
て
も
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
や
ヤ
コ
ブ
を
崇
敬
す
る
共
通
の
伝
統
を
持

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
見
る
時
、
こ
の
場

所
に
は
、
長
く
族
長
た
ち
を
記
念
す
る
伝
承
が
存
在
し
、
礼
拝
方

法
の
変
化
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
維
持
さ
れ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
（
16
）
。

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
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レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
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お
け
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考
古
学
的
発
掘
調
査
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２
�
Ｈ
７

（
１
）
調
査
地
区

Ｈ
７
で
は
、
南
側
に
１
�
の
ボ
ル
ク
を
設
け
つ
つ
、
５

�
×
５
�
の
調
査
区
を
設
置
し
て
、
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

八
月
一
〇
日
に
発
掘
を
始
め
、
一
六
日
に
撮
影
と
実
測
作

業
を
終
え
て
い
る
。
こ
の
グ
リ
ッ
ド
は
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
の

入
口
か
ら
内
部
に
入
っ
て
す
ぐ
、
中
心
軸
か
ら
や
や
南
側

に
位
置
し
て
い
る
。
Ｈ
７
（
図
８
）
は
、
推
測
さ
れ
た
内

側
の
柱
廊
の
位
置
と
教
会
全
体
の
平
面
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
目
的
で
選
定
さ
れ
た
。
結
果
的
に
は
、
期
待
し
た
東

西
方
向
の
柱
廊
の
石
列
で
は
な
く
、
南
北
に
伸
長
す
る
石

列
が
調
査
区
西
側
で
出
土
し
た
。
そ
の
東
側
は
ほ
ぼ
全
面

が
石
敷
き
の
床
面
で
あ
っ
た
が
、
西
側
に
は
石
敷
き
は
認

め
ら
れ
ず
、
埋
土
と
な
っ
て
い
た
。

（
２
）
基
本
層
序

表

土
�
厚
さ
５
〜
２０
�
。
近
代
の
も
の
を
含
む
多
数

の
遺
物
。

表
土
下
�
厚
さ
４０
〜
５０
�
。
比
較
的
柔
ら
か
な
赤
土
。

ビ
ザ
ン
ツ
期
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器

片
。

ビ
ザ
ン
ツ
期
の
床
面
�
大
型
の
石
敷
き
と
低
い
石
列
。

図 7b 集中式教会堂だとした場合の推定復元案

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
七
八
（
一
七
八
）



（
３
）
出
土
遺
構

床
上
の
土
層

表
土
（
Ｌ
４５６
）
は
、
十
分
風
化
し
て
い
な
い
有
機
質
を
含
む
粗

い
土
と
小
中
規
模
の
石
が
混
在
し
た
柔
ら
か
な
土
で
、
近
代
の
も

の
を
含
む
多
数
の
遺
物
を
含
ん
で
い
た
。
土
壌
が
茶
褐
色
に
変
わ

っ
た
時
点
で
、
表
土
下
（
Ｌ
４５７
）
と
し
て
発
掘
し
た
（
表
土
下
開

始
時
の
レ
ベ
ル
は
、
海
抜
８７８
・
７１
�
前
後
）。
堆
積
は
比
較
的
柔
ら

か
な
赤
土
で
、
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
の
床
面
は
表
土
を
含
め
て
６０
�
ほ

ど
下
（
８７８
・
１０
�
前
後
）
か
ら
現
れ
た
。
土
層
は
、
最
下
部
で
も

ビ
ザ
ン
ツ
期
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器
片
を
含
ん
で
お
り
、

全
体
が
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
以
降
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

薬
莢
や
バ
ッ
ジ
な
ど
近
代
の
遺
物
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
か
な

り
の
攪
乱
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
注
目
す
べ
き
遺
物

と
し
て
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
ブ
ロ
ン
ズ
製
硬
貨
、

ロ
バ
用
の
ハ
ミ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ビ
ザ
ン
ツ
期
の
床
面
（
ロ
ー
カ
ス
４６２
）

調
査
区
の
西
側
部
分
以
外
は
、
全
体
が
大
き
な
板
石
の
床
面
と

な
っ
て
い
た
（
Ｌ
４６２
）。
ど
の
石
も
、
風
化
し
て
細
か
く
破
損
し

て
い
る
が
、
原
型
の
境
界
は
と
ど
め
て
い
る
。
各
石
の
大
き
さ
は
、

概
ね
１８０
�
×
１４０
�
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
か
ら
推
察
さ
れ
る
石
の
厚
さ

は
１０
�
前
後
で
あ
っ
た
。

図 8 グリッド H 7出土の遺構（西側から撮影）

二
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こ
の
石
敷
き
の
西
端
、
グ
リ
ッ
ド
の
西
側
ラ
イ
ン
か
ら
６０
〜
８０

�
の
地
点
で
は
、
南
北
に
走
る
低
く
平
ら
な
石
列
（
Ｌ
４６４
）
が
出

土
し
た
。
厚
さ
と
幅
は
ほ
ぼ
一
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２０
�
と
７５
〜
８０

�
で
あ
っ
た
。
全
面
露
出
さ
れ
た
石
は
一
つ
だ
け
（
長
さ
１７０
�
）

で
あ
る
が
、
グ
リ
ッ
ド
内
４
�
を
三
つ
の
平
石
が
南
北
に
横
断
し

て
い
た
。
こ
の
石
列
の
下
に
床
の
石
は
な
く
、
む
し
ろ
石
敷
き
の

床
に
接
す
る
よ
う
に
敷
か
れ
て
い
た
。
石
列
の
大
き
さ
は
、
教
会

堂
南
側
を
東
西
に
走
る
石
列
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
ま
た
レ
ベ
ル

も
同
じ
で
あ
り
（
８７８
・
２３
�
前
後
）、
南
北
に
走
る
柱
廊
の
基
礎
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
西
方
向
の
石
列
は
グ
リ
ッ
ド
Ｉ
６
で

破
損
・
消
失
し
て
い
る
も
の
の
、
南
に
隣
接
す
る
グ
リ
ッ
ド
Ｉ
７

で
ロ
ー
カ
ス
４６２
か
ら
南
北
に
伸
び
る
石
列
と
元
来
直
交
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
石
列
の
西
側
（
Ｌ
４６５
）
に
は
石
敷
き
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
お
そ
ら
く
異
な
る
仕
様
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
17
）
。

石
敷
き
の
床
の
上
か
ら
は
、
破
壊
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
長
さ
が

１
�
以
上
あ
る
切
り
石
が
、
ロ
ー
カ
ス
４６４
の
石
列
と
ほ
ぼ
平
行
し

た
方
向
に
置
か
れ
て
い
た
。
一
点
で
は
断
定
で
き
な
い
が
、
あ
る

い
は
、
平
行
し
た
石
列
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
床

の
ほ
ぼ
直
上
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
か
ら
マ

ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器
片
の
他
、
ロ
ー
マ
時
代
の
鉄
釘
、
ガ
ラ
ス

片
、
石
臼
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
４
）
考

察

遺
構
に
関
し
て
言
え
ば
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
石
敷
き
が
ほ
ぼ
全
面

に
残
さ
れ
て
お
り
、
同
時
期
の
教
会
堂
の
内
側
全
体
が
石
敷
き
の

床
で
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
石
の

大
き
さ
や
敷
き
方
は
、
Ｈ
９
、
Ｉ
７
／
１０
と
同
様
で
あ
っ
た
。
柱

台
を
載
せ
た
と
思
わ
れ
る
石
列
は
予
想
に
反
し
て
南
北
方
向
に
走

っ
て
い
た
。
以
下
の
「
Ⅲ
�
２
�
部
屋
４
西
側
ト
レ
ン
チ
」
で
記

す
よ
う
に
、
ア
プ
ス
の
前
で
も
同
じ
方
向
の
石
列
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
教
会
堂
内
側
の
四
方
を
柱
廊
が
囲
ん
で
い
た
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。

床
の
直
上
か
ら
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器
片
が
一
部
復
元

で
き
る
形
で
出
土
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
遺
物
が
混
在

し
た
土
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
教
会
堂
内
部
に
後
の

時
代
の
大
型
遺
構
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の

教
会
堂
が
破
壊
さ
れ
た
後
は
、
残
さ
れ
た
周
壁
に
囲
ま
れ
た
中
庭

で
素
朴
な
生
活
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
石
臼

や
ロ
バ
用
の
ハ
ミ
の
出
土
は
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

十
字
軍
期
や
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡

が
農
業
共
同
体
の
中
核
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
解
釈
を
支

持
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
（
杉
本
二
〇
一
六
ｂ
参
照
）。
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Ⅲ
�
Ｄ
地
区

Ｄ
地
区
は
、「
塔
」
の
北
側
に
設
定
さ
れ
た
調
査
区
で
あ
る
。

本
地
区
は
二
〇
一
五
年
度
に
設
定
さ
れ
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
に
建
設
さ

れ
た
教
会
堂
の
ア
プ
ス
と
み
ら
れ
る
直
径
約
８
�
の
半
円
形
の
壁
、

そ
れ
に
接
す
る
モ
ザ
イ
ク
の
床
、
ア
プ
ス
の
北
に
隣
接
す
る
小
部

屋
な
ど
が
出
土
し
た
（
杉
本
二
一
〇
六
ａ
参
照
）。
し
か
し
、
調

査
期
間
の
関
係
上
、
ア
プ
ス
北
の
小
部
屋
や
ア
プ
ス
と
教
会
堂
東

壁
と
の
間
の
空
間
な
ど
は
完
掘
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
二
か
所
の
空
間
の
全
容
を
解
明
す
る
こ
と

が
今
年
度
の
主
た
る
調
査
目
的
で
あ
っ
た
。
特
に
北
の
小
部
屋
は

ま
だ
床
面
ま
で
到
達
し
て
お
ら
ず
、
部
屋
の
性
格
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂

の
北
東
角
と
南
東
角
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
塔
と
の
関
係
も
不

明
で
あ
っ
た
の
で
、
教
会
堂
東
壁
か
ら
南
方
向
へ
ト
レ
ン
チ
を
入

れ
、
南
東
角
の
検
出
を
目
指
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
プ
ス
の
身
廊
へ

の
張
り
出
し
部
分
（
祭
壇
）
の
北
側
で
は
、
身
廊
か
ら
一
段
高
い

祭
壇
に
上
る
階
段
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
が
あ

き
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
の
調
査
は
、
別

の
調
査
班
が
行
っ
た
が
、
結
果
は
、
後
述
通
り
、
予
想
外
の
も
の

で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
の
Ｄ
地
区
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い

て
、
部
屋
４
（
祭
壇
北
の
空
間
）、
そ
の
西
側
ト
レ
ン
チ
、
南
側

ト
レ
ン
チ
、
部
屋
５
（
北
の
小
部
屋
）、
ア
プ
ス
と
東
壁
の
間
の

空
間
、
部
屋
６
（
北
の
小
部
屋
の
東
隣
の
空
間
）、
教
会
堂
東
外

壁
の
順
で
報
告
す
る
。

１
�
部
屋
４
（
祭
壇
北
の
空
間
）

（
１
）
調
査
地
区
、
基
本
層
序

ア
プ
ス
か
ら
西
に
張
り
出
し
た
祭
壇
の
北
側
部
分
で
は
、
ビ
ザ

ン
ツ
教
会
の
祭
壇
周
辺
の
様
相
が
把
握
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
。

し
か
し
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
全
面
的
に
改
変
さ
れ
て
お
り
、
家

畜
小
屋
（
部
屋
４
）
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図

9a
）。
こ
の
家
畜
小
屋
は
、
東
側
の
大
型
建
物
に
続
く
空
間
と
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
農

業
共
同
体
が
か
な
り
の
規
模
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
や
十
字
軍
期
の
遺
構
は
破
壊
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
時
代
の
様
相
を
復
元
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
こ

と
も
意
味
し
て
い
る
。

（
２
）
出
土
遺
構

規
模
・
形
状

部
屋
の
軸
は
、
教
会
堂
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
壁
間
は

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
八
一
（
一
八
一
）



東
西
２
・
８
�
、
南
北
３
・
０
�
で
、
約
８
・
４
�
と
な
る
。
た
だ

し
、
南
西
隅
に
は
不
揃
い
の
石
の
集
積
が
斜
面
を
構
成
し
て
お
り
、

出
入
り
の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、
実
際
の
床
面
積
は
こ
れ
よ
り
小
さ
く
な
る
。
こ
の
ス
ロ

ー
プ
と
床
の
石
敷
き
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
プ
状

の
集
積
を
被
る
よ
う
に
南
西
隅
か
ら
北
東
に
傾
斜
す
る
崩
壊
し
た

黄
色
い
レ
ン
ガ
の
堆
積
（
Ｌ
７７８
）
が
認
め
ら
れ
た
。

床

面

床
面
は
、
長
さ
１０
〜
１５
�
程
度
の
高
さ
の
あ
る
礫
を
敷
き
詰
め

た
も
の
で
、
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
若
干
の
傾
斜
を
も
つ
。
そ
の

上
に
は
、
し
め
り
け
の
あ
る
黒
褐
色
の
土
が
敷
か
れ
て
い
た
。
部

分
的
に
幾
分
大
き
め
の
平
石
を
詰
め
た
箇
所
が
あ
り
、
北
西
隅
に

は
約
４０
×
４０
�
の
方
形
の
範
囲
に
５
�
程
度
の
小
石
を
敷
き
詰
め

た
箇
所
が
み
ら
れ
た
。
北
西
隅
に
は
４０
×
２０
�
の
不
整
形
に
凹
ん

だ
部
分
が
み
ら
れ
た
。

床
上
の
設
備

床
の
上
で
は
、
南
壁
か
ら
北
壁
へ
三
分
の
一
ほ
ど
の
位
置
に
、

東
壁
か
ら
西
へ
１
・
７
�
の
石
列
が
あ
り
、
部
屋
を
南
北
に
仕
切

っ
て
い
た
。
東
壁
寄
り
に
は
７０
×
５０
�
、
高
さ
５５
�
の
大
き
な
石
、

西
端
に
は
５０
×
３４
�
の
中
央
が
凹
む
容
器
状
の
石
が
置
か
れ
て
い

た
。
ま
た
、
西
壁
際
、
北
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
場
所
か
ら
は
６７

図 9a 部屋 4（家畜小屋）の遺構（南側から撮影）
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×
４２
�
、
高
さ
２１
�
の
方
形
で
中
央
が
凹
む
容
器
状
の
石
が
東
に

傾
い
て
出
土
し
た
。
西
側
の
辺
の
両
端
に
は
突
起
が
あ
り
、
中
央

に
半
円
形
の
盛
り
上
が
り
が
あ
る
。
床
面
か
ら
は
わ
ず
か
に
浮
い

て
お
り
、
底
面
に
は
支
え
と
考
え
ら
れ
る
石
が
み
ら
れ
た
。
凹
み

の
中
央
に
は
、
直
径
約
１４
�
の
貫
通
孔
が
認
め
ら
れ
た
。

西

壁

西
壁
は
、
切
り
石
を
二
段
に
積
ん
で
造
ら
れ
て
い
た
。
石
積
み

の
上
面
は
平
坦
で
あ
り
、
床
面
か
ら
８０
�
高
い
。
こ
の
平
坦
面
の

上
に
は
、
長
さ
６０
�
、
幅
２０
�
、
高
さ
４０
�
の
五
個
の
切
り
石
が

約
６０
�
で
ほ
ぼ
等
間
隔
に
置
か
れ
て
い
た
。
窓
の
仕
切
り
壁
と
考

え
ら
れ
る
（
Ｌ
７５６
〜
７６５
、
偶
数
が
石
、
奇
数
が
埋
土
）。
壁
面
は
、

西
側
の
ト
レ
ン
チ
側
で
は
平
坦
な
面
を
構
成
す
る
の
に
対
し
、
部

屋
側
で
は
表
面
が
不
揃
い
で
、
石
の
間
に
小
形
の
石
を
積
め
る
な

ど
不
安
定
で
粗
雑
な
仕
上
げ
と
な
る
。
こ
の
た
め
南
か
ら
３
つ
目

と
４
つ
目
の
仕
切
り
壁
の
石
は
下
面
の
支
え
を
失
い
、
部
屋
側
に

大
き
く
傾
い
て
い
た
。

北

壁

北
壁
の
東
端
部
分
（
Ｌ
７５１
）
は
、
整
然
と
し
た
切
り
石
を
五
段

に
積
ん
で
お
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
建
設
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か

ら
西
は
６０
�
の
間
を
あ
け
、
粗
雑
な
石
を
床
か
ら
約
８０
�
の
高
さ

に
二
段
積
ん
で
い
る
。
こ
の
上
に
高
さ
６０
�
の
石
を
５０
�
間
隔
で

三
個
並
べ
、
西
壁
と
同
様
の
窓
状
の
区
画
を
作
っ
て
い
る
。
窓
の

上
に
は
、
さ
ら
に
平
石
を
置
い
た
上
に
四
個
の
石
を
隙
間
な
く
置

い
て
い
る
。
東
端
の
五
段
の
切
り
石
と
北
壁
の
間
の
幅
６０
�
の
出

入
り
口
状
の
空
間
に
は
、
二
段
の
大
き
な
石
が
置
か
れ
て
い
る
。

二
つ
の
石
の
前
面
は
北
壁
よ
り
突
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
壁

形
成
後
に
充
填
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

東

壁

東
壁
は
、
大
き
な
切
り
石
を
水
平
に
三
段
積
ん
だ
も
の
で
、
形

状
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
南
側
に
以
下
で
扱

う
部
屋
５
へ
の
出
入
り
口
を
伴
う
。
出
入
り
口
は
部
屋
５
側
へ
登

る
階
段
で
、
一
段
目
の
床
か
ら
の
高
さ
は
約
３０
�
あ
り
、
中
央
部

分
は
凹
ん
で
い
た
。
一
段
目
の
上
に
は
、
こ
れ
よ
り
粗
雑
な
石
が

置
か
れ
て
お
り
、
床
か
ら
の
高
さ
は
合
計
６０
�
と
な
る
。

南

壁

南
壁
（
Ｌ
７８３
）
は
、
床
面
上
で
一
段
の
み
の
石
列
を
検
出
し
た
。

西
端
の
石
の
上
面
は
浅
く
平
坦
に
凹
ん
で
い
た
。
こ
の
壁
及
び
そ

れ
よ
り
南
側
の
地
区
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
南
側
の
ト
レ

ン
チ
で
扱
う
。

（
３
）
考

察

部
屋
４
で
は
、
床
面
直
上
ま
で
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器
が
多

数
出
土
し
た
。
他
に
少
量
の
ビ
ザ
ン
ツ
期
、
ご
く
少
量
の
十
字
軍

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査
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期
の
土
器
も
出
土
し
た
が
、
同
時
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器
は
床

に
近
づ
く
に
つ
れ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
時
期
の
廃
絶
と
考
え

ら
れ
る
。

北
壁
（
Ｌ
７５１
）
と
南
壁
（
Ｌ
７８３
）
は
粗
雑
な
小
形
の
石
を
用
い

て
い
る
の
に
対
し
、
西
壁
は
大
形
の
切
り
石
を
積
ん
で
い
る
。
西

壁
の
二
段
目
は
上
面
が
平
坦
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ビ
ザ
ン
ツ

期
に
は
み
ら
れ
な
い
造
り
な
の
で
、
北
・
西
・
南
壁
は
マ
ム
ル
ー

ク
時
代
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
一
室
は
ビ

ザ
ン
ツ
期
の
構
造
物
（
東
壁
）
を
利
用
し
て
、
マ
ム
ル
ー
ク
時
代

に
構
築
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
室
の
目
的
は
、
本
遺
跡
の
他
の
部
分
よ
り
粗
雑
な
壁
を

持
つ
こ
と
、
高
さ
の
あ
る
敷
石
を
伴
う
床
の
形
状
、
窓
の
仕
様
、

飼
葉
桶
状
の
石
製
容
器
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
バ
等
の

飼
育
の
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
壁
が
比
較
的
大
型
の
切

り
石
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
西
面
は
粗
雑
な
東
面
と
異
な
り
整

然
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
側
と
西
側
で
は
空
間
の
性
格
が
異

な
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
西
壁
の
東
側
が

動
物
の
空
間
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
側
は
人
間
の
空
間
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
北
壁
は
遺
跡
内
の
マ
ム
ル
ー
ク
期

の
他
の
遺
構
と
比
べ
て
も
簡
単
な
造
り
で
あ
り
、
北
壁
の
北
側
に

も
同
時
期
の
空
間
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

２
�
部
屋
４
西
側
ト
レ
ン
チ
（
図
9b
）

（
１
）
出
土
遺
構

昨
年
度
の
ア
プ
ス
前
の
ト
レ
ン
チ
を
さ
ら
に
北
側
に
延
長
し
た

と
こ
ろ
、
一
部
赤
い
レ
ン
ガ
を
含
む
プ
ラ
ス
タ
ー
の
床
面
（
Ｌ

７７４
）
が
現
れ
た
。
そ
れ
を
掘
り
抜
い
て
さ
ら
に
下
げ
る
と
、
ア
プ

ス
前
と
同
様
の
幅
７５
�
ほ
ど
の
平
石
の
石
敷
面
が
出
土
し
た
（
Ｌ

７９７
）。
こ
の
石
敷
は
ア
プ
ス
前
の
も
の
か
ら
一
直
線
と
な
る
。
こ

れ
に
対
し
、
ア
プ
ス
上
面
の
縁
石
は
、
南
か
ら
北
へ
向
か
い
平
石

と
少
し
ず
つ
距
離
が
出
る
が
、
昨
年
の
調
査
区
の
途
中
で
わ
ず
か

に
屈
曲
し
、
以
後
ロ
ー
カ
ス
７９７
と
ほ
ぼ
平
行
と
な
る
（
18
）
。
平
石
の
西

側
は
１０
〜
１５
�
程
度
の
小
ぶ
り
の
平
石
を
敷
き
詰
め
て
お
り
（
Ｌ

７９３
）、
ロ
ー
カ
ス
７９７
の
平
石
よ
り
一
段
低
く
な
る
。
部
屋
４
の
石

敷
が
高
さ
を
持
つ
の
に
対
し
、
こ
の
部
分
は
扁
平
な
石
敷
で
あ
る
。

昨
年
度
調
査
し
た
ア
プ
ス
手
前
の
敷
石
の
床
に
つ
い
て
も
、
平

石
の
西
へ
の
広
が
り
を
確
認
す
る
目
的
で
、
ト
レ
ン
チ
を
５０
�
程

度
拡
張
し
た
。
結
果
と
し
て
、
や
は
り
ア
プ
ス
直
前
の
平
石
（
ロ

ー
カ
ス
７９７
）
よ
り
も
幾
分
小
ぶ
り
の
平
石
を
確
認
し
た
（
Ｌ
７９９
）。

上
面
の
レ
ベ
ル
は
、
ア
プ
ス
直
前
の
平
石
よ
り
も
５
�
ほ
ど
低
く

な
る
。
ト
レ
ン
チ
中
央
付
近
の
高
位
の
二
つ
の
石
の
西
端
は
１０
×

８０
�
の
範
囲
で
西
へ
の
傾
斜
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
低
い

平
石
の
一
つ
に
一
対
の
一
辺
２３
�
の
菱
形
の
浅
い
彫
り
込
み
を
確

史
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認
し
た
（
Ｌ
９０５
）。

本
年
度
の
拡
張
部
分
で
は
、
ト
レ
ン
チ
の
北
端
（
Ｌ
７７５
）
と
そ

の
２
・
７
�
南
（
Ｌ
７７３
）
で
東
西
の
石
列
を
確
認
し
た
。
い
ず
れ

も
高
位
の
平
石
（
Ｌ
７９７
）
の
上
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
平
石
と
の

接
点
に
モ
ル
タ
ル
と
思
わ
れ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
も
あ

る
。
二
つ
の
石
列
を
壁
の
下
部
と
考
え
る
と
、
こ
こ
に
部
屋
あ
る

い
は
そ
れ
に
準
じ
た
空
間
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
上
述
の
通
り
、
部
屋
４
の
西
壁
は
こ
の
場
所
の
東
壁
に

あ
た
る
が
、
部
屋
４
側
の
表
面
が
不
揃
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ

の
場
所
の
東
壁
は
整
然
と
し
た
仕
上
げ
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
壁

が
西
側
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

図 9b 部屋 4の西側トレンチ（北側から撮影）

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
八
五
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五
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（
２
）
考

察

本
年
度
の
拡
張
部
分
（
北
半
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
プ
ラ
ス
タ

ー
（
一
部
赤
い
レ
ン
ガ
）
を
含
む
床
面
以
下
（
Ｌ
７７４
以
下
、
Ｌ
７９７

上
面
ま
で
）
か
ら
も
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
比
較
的
大
き
な
破
片
が

散
見
さ
れ
た
。
ロ
ー
カ
ス
７９７
（
大
き
な
平
石
）
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝

期
以
前
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
最
終
的
に
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
用

い
ら
れ
た
空
間
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

西
側
ト
レ
ン
チ
の
南
半
部
分
を
西
側
に
拡
張
し
た
と
こ
ろ
、
ア

プ
ス
の
前
に
は
、
西
側
の
石
敷
き
よ
り
も
一
段
高
い
石
列
が
南
北

方
向
に
走
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
石
列
は

南
壁
と
並
行
し
て
走
る
石
列
や
Ｈ
７
の
石
列
と
ほ
ぼ
同
じ
仕
様
で

あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
列
柱
の
基
礎
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
ア
プ
ス
の
先
端
（
西
側
）
部
分
は
お
そ
ら
く
後

か
ら
の
拡
張
な
の
で
、
元
来
の
東
側
周
壁
か
ら
こ
の
列
柱
の
基
礎

ま
で
は
、
他
の
箇
所
と
ほ
ぼ
同
じ
幅
の
空
間
を
確
保
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。
も
し
こ
の
解
釈
が
正
し
い
と
す
る
と
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の

教
会
堂
全
体
の
周
壁
の
内
側
四
方
を
列
柱
廊
が
囲
ん
で
い
た
こ
と

と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
全
体
構
造
の
解
釈
と
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
中
央
遺
構
の
性
格
も
ま
だ
不
明
確
な
の
で
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
ア
プ
ス
立
面
の
石
の
構
成
に
注
目
す
る
と
、
ト
レ
ン
チ

中
央
部
の
一
つ
（
割
れ
て
い
る
が
一
つ
の
も
の
）
が
ア
プ
ス
上
面

ま
で
一
つ
の
大
き
な
石
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
以
外
は
二
段
積

み
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
中
央
の
大
き
な
石
か
ら
南
で
は
比

較
的
大
き
な
石
の
上
に
厚
い
平
石
を
置
き
、
隙
間
に
小
さ
な
石
を

多
数
充
填
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
央
の
大

き
な
石
よ
り
北
で
は
、
高
さ
３５
�
ほ
ど
の
大
き
な
石
を
二
段
に
積

む
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
石
の
隙
間
に
は
小
石
と
モ
ル
タ
ル
と
思

わ
れ
る
も
の
を
多
用
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
中
央
の
石
は
ビ
ザ
ン

ツ
期
の
石
材
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
後
代
の
積
み
直
し
で
あ
ろ

う
（
以
下
の
南
側
ト
レ
ン
チ
の
報
告
も
参
照
さ
れ
た
い
）。

３
�
部
屋
４
南
側
ト
レ
ン
チ

（
１
）
調
査
地
区
、
基
本
層
序

西
側
ト
レ
ン
チ
の
プ
ラ
ス
タ
ー
を
含
む
床
面
（
Ｌ
７７４
の
上
面
）

は
、
昨
年
度
ま
で
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
ア
プ
ス
前
面
に
広
が
る

プ
ラ
ス
タ
ー
面
の
高
さ
に
近
似
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
マ
ム
ル
ー

ク
朝
期
の
大
き
な
土
器
の
破
片
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
ア
プ
ス

側
の
プ
ラ
ス
タ
ー
面
以
下
も
同
時
期
と
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
、

部
屋
４
の
南
側
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。

（
２
）
出
土
遺
構

調
査
の
結
果
、
プ
ラ
ス
タ
ー
面
以
下
か
ら
、
や
は
り
マ
ム
ル
ー

史
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ク
朝
期
の
土
器
片
が
出
土
し
た
。
ま
た
底
面
か
ら
は
、
部
屋
４
と

同
様
の
凹
凸
の
あ
る
石
敷
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
同
様
の
空

間
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ト
レ
ン
チ
内

か
ら
は
東
西
（
Ｌ
７９４
）
お
よ
び
南
北
（
Ｌ
９００
）
の
石
列
が
発
見
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
う
ち
ロ
ー

カ
ス
７９４
に
つ
い
て
は
、
上
面
の
石
が
蓋
状
で
あ
っ
た
の
で
排
水
溝

を
想
定
し
石
の
ひ
と
つ
を
外
し
て
み
た
が
、
溝
状
の
加
工
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

（
３
）
考

察

西
側
ト
レ
ン
チ
と
同
様
、
プ
ラ
ス
タ
ー
面
の
下
か
ら
マ
ム
ル
ー

ク
朝
期
の
土
器
片
が
出
土
す
る
こ
と
、
床
面
が
家
畜
小
屋
（
部
屋

４
）
と
近
似
す
る
こ
と
、
部
屋
４
と
の
間
の
壁
（
Ｌ
７８２
）
が
簡
素

な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
部
屋
４
に
関
連
し
た
マ
ム
ル
ー
ク
朝

期
の
施
設
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
南
側
の
祭
壇
部
分
と
の
境
に
は
粗
雑
な
一

段
一
列
の
石
列
（
部
屋
４
の
南
壁
）
が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
は
そ

れ
以
降
の
構
造
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
に
見
ら
れ
た
二
つ

の
石
列
も
同
様
で
あ
る
。
実
際
、
祭
壇
正
面
を
支
え
る
石
列
も
真

っ
す
ぐ
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
石
材
に
も
ば
ら
つ
き
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ア
プ
ス
か
ら
張
り
出
し
た
祭
壇
部
分

は
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
も
の
で
は
な
く
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
以
後
に
積

み
直
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
二
〇
一
三
年
度

の
調
査
で
は
、
ア
プ
ス
の
半
円
形
の
入
り
口
部
分
を
ふ
さ
ぐ
よ
う

に
真
っ
す
ぐ
な
壁
が
南
北
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
内
側
に
は
後
期
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
墓
と
思
わ
れ
る
遺
構
も
残

っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
以
降
、
ア
プ
ス
の
前
面

部
分
は
別
の
目
的
に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
改
変
の

広
が
り
と
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
家
畜
小

屋
南
側
の
壁
や
石
列
、
プ
ラ
ス
タ
ー
床
、
後
述
す
る
階
段
の
上
に

設
置
さ
れ
た
粗
雑
な
壁
な
ど
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
以
降
に
も
限

定
的
な
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

４
�
部
屋
５
（
図
１０
、
グ
リ
ッ
ド
Ｆ
／
Ｇ
１２
／
１３
）

（
１
）
調
査
地
区
、
基
本
層
序

本
地
区
は
、
部
屋
の
出
入
口
用
に
加
工
さ
れ
た
石
材
が
発
掘
調

査
開
始
以
前
か
ら
地
表
面
に
露
出
し
て
い
た
た
め
、
何
ら
か
の
部

屋
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
度
に
調
査
が
開
始
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
空
間
の
南
隣
か
ら
ア
プ
ス
が
出
土

し
た
こ
と
で
、
こ
こ
に
位
置
す
る
部
屋
は
聖
餐
準
備
室
あ
る
い
は

ク
リ
プ
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
た
。
し

か
し
、
大
き
な
落
石
を
多
数
含
む
土
層
（
Ｌ
７０２
）
が
１
�
以
上
も

続
い
た
た
め
、
二
〇
一
五
年
度
は
調
査
を
中
止
し
た
。
そ
の
時
点

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
八
七
（
一
八
七
）



で
す
で
に
隣
接
す
る
ア
プ
ス
か
ら
出
土
し
た
モ
ザ
イ
ク
床
よ
り
も

８０
�
ほ
ど
、
入
口
の
敷
居
よ
り
も
２０
�
ほ
ど
低
い
位
置
ま
で
掘
り

下
げ
て
い
た
が
、
床
面
は
検
出
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
部

屋
の
出
入
り
口
は
後
代
に
石
で
塞
が
れ
て
お
り
、
南
壁
に
も
い
く

つ
か
の
貧
弱
な
壁
が
加
え
ら
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
二
〇
一

六
年
度
は
、
こ
の
北
の
小
部
屋
の
床
面
を
確
認
し
、
そ
の
性
格
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

（
２
）
出
土
遺
構

埋
土
の
土
質
は
相
変
わ
ら
ず
、
落
石
を
含
む
し
ま
り
の
悪
い
土

で
あ
っ
た
が
、
調
査
シ
ー
ズ
ン
の
更
新
に
伴
い
、
新
た
な
ロ
ー
カ

ス
を
設
定
し
た
（
Ｌ
７３９
）。
こ
の
小
部
屋
は
本
来
ビ
ザ
ン
ツ
期
に

建
設
さ
れ
た
も
の
だ
と
想
定
さ
れ
た
が
、
ロ
ー
カ
ス
７３９
に
含
ま
れ

る
土
器
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
も
の
の
ほ
か
に
、
十
字
軍
期
の
も
の
や

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
。
廃
絶
年
代
は
、
マ

ム
ル
ー
ク
朝
期
で
あ
ろ
う
。

床
は
結
局
検
出
で
き
な
い
ま
ま
、
標
高
８７８
・
３７
�
の
地
点
で
岩

盤
直
上
の
テ
ラ
・
ロ
サ
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
ロ
ー
カ
ス
を
変
更

し
た
。
テ
ラ
・
ロ
サ
は
岩
盤
の
石
灰
岩
が
風
化
し
て
堆
積
し
た
も

の
で
あ
り
、
自
然
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

堆
積
土
（
Ｌ
７５０
）
中
か
ら
も
、
玄
武
岩
製
の
擦
り
石
片
を
含
む
多

数
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
空
間
は
後
代
に

図 10 部屋 5の遺構（西側から撮影）
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か
な
り
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ロ
ー
カ
ス
７５０
下
の
岩
盤
（
Ｌ
７６８
）
は
、
部
屋
の
入
り
口
付
近
を

頂
点
と
し
て
東
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
お
り
、
比
高
は
約
５０
�
に

達
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
盤
そ
の
も
の
が
床
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
部
屋
の
東
壁
（
Ｗ

７０３
）
と
北
壁
（
Ｗ
７３１
）
を
み
る
と
、
岩
盤
直
上
一
段
目
の
石
材
は
、

二
段
目
以
上
の
石
材
に
比
べ
て
粗
く
整
形
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
少
な
く
と
も
岩
盤
直
上
一
段
目
の
石
材
は
、
地
下
構
造

（
基
礎
）
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
様
の
構
造

は
、
後
述
す
る
教
会
堂
東
外
壁
の
ほ
か
、
二
〇
一
三
年
度
に
調
査

し
た
教
会
堂
南
西
角
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ザ
ン
ツ

期
の
床
は
、
結
局
基
礎
の
上
、
精
巧
な
切
り
石
の
段
の
下
（
標
高

８７８
・
１３
�
前
後
）
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
考

察

基
礎
の
上
の
東
壁
を
見
る
と
、
内
側
と
外
側
の
二
つ
の
精
巧
な

切
り
石
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
典
型
的
な
ビ
ザ
ン
ツ
期
の

工
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
段
目
は
あ
た
か
も
部
屋
の
面
積
を
広

げ
る
よ
う
に
、
内
側
の
石
が
外
さ
れ
て
い
た
。
北
側
の
壁
も
、
そ

の
外
周
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
様
の
仕
様
に
見
え
る
。
一

方
、
西
壁
と
南
壁
は
、
岩
盤
の
上
に
土
層
を
は
さ
ん
で
粗
く
整
形

さ
れ
た
石
が
不
揃
い
に
積
ま
れ
て
お
り
、
す
べ
て
が
後
代
（
お
そ

ら
く
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
）
の
積
み
直
し
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
元
来

の
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
部
屋
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
も
う
少
し
奥
ま

で
広
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
床
は
、
西
壁

に
設
け
ら
れ
た
入
口
に
詰
め
ら
れ
た
階
段
状
の
石
や
南
壁
の
形
状

か
ら
見
て
、
二
段
目
の
上
面
の
高
さ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

５
�
ア
プ
ス
と
東
壁
の
間
の
空
間
（
グ
リ
ッ
ド
Ｇ
１３
）

（
１
）
調
査
地
区
、
基
本
層
序

本
空
間
も
二
〇
一
五
年
度
に
調
査
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
階
段

状
に
積
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
る
石
材
が
三
段
出
土
し
た
状
態
で
発

掘
が
中
断
し
て
い
た
。
こ
の
石
材
の
一
つ
は
ゆ
る
や
か
な
凹
状
の

カ
ー
ブ
に
削
ら
れ
て
お
り
、
ア
プ
ス
の
壁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
施
設
が
ビ
ザ
ン
ツ
期
以
降
に
造
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
２
）
出
土
遺
構

階
段
状
の
遺
構
（
Ｌ
７４０
）
の
北
側
の
空
間
（
Ｌ
７４１
）
を
調
査
し

た
結
果
、
さ
ら
に
２
段
分
の
石
材
が
検
出
さ
れ
、
都
合
五
段
分
が

確
認
さ
れ
た
（
図
11a
、
11b
）。
各
段
の
比
高
は
約
２０
�
と
一
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
階
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ア
プ
ス
の
曲
面
に
従
っ
て
曲

が
っ
て
お
り
、
三
段
目
の
西
側
に
は
戸
の
軸
受
け
の
よ
う
な
石
が

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
八
九
（
一
八
九
）



図 11b 家畜小屋と部屋 5、階段状遺構の関係

図 11a 階段状遺構（グリッド G 13）（北側から撮影）
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認
め
ら
れ
た
。
本
遺
構
の
下
に
あ
る
構
造
物
も
上
に
あ
る
構
造
物

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ロ
ー
カ
ス
７４１
か
ら
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期

の
土
器
が
多
く
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
空
間
が
マ
ム

ル
ー
ク
朝
期
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
階
段
の
上
に
は
竈

（
タ
ブ
ン
）
の
破
片
も
見
ら
れ
た
が
、
機
能
が
異
な
る
た
め
、
こ

れ
は
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
後
の
時
代
の
活
動
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
階
段
の
北
端
部
分
か
ら
は
ア
プ
ス
の
北
端
と
教
会
堂
東

壁
を
直
角
に
結
ぶ
東
西
方
向
の
壁
（
Ｗ
７６７
）
が
検
出
さ
れ
た
。
下

端
ま
で
掘
り
下
げ
て
い
な
い
も
の
の
、
長
辺
が
９０
�
程
度
に
も
な

る
大
き
な
切
り
石
を
隙
間
な
く
積
む
手
法
か
ら
、
教
会
堂
と
同
時

期
の
壁
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
壁
は
北
面
が
平

坦
に
整
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
面
が
外
側
へ
向
い
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
先
述
の
通
り
、
部
屋
５
の
南
端
付
近
に
は
、
後
代

に
加
え
ら
れ
た
石
列
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
、
小
部
屋
そ
の
も

の
の
南
壁
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
い
た
が
、

Ｗ
７６７
が
小
部
屋
の
南
壁
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
そ
の
さ
ら
に
北
側
に
あ
る
小
型
の
石
で
造
ら
れ
た
粗
雑

な
一
段
の
壁
（
Ｗ
７３７
）
は
、
部
屋
５
の
入
り
口
か
ら
階
段
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
ふ
さ
い
で
い
る
。
部
屋
５
の
入
口
か
ら
西
壁
の
構
造
は
、

入
口
か
ら
九
十
度
曲
が
っ
て
階
段
に
向
か
う
踊
り
場
に
な
っ
て
い

た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
祭
壇
前
面
な
ど
で
見

ら
れ
た
改
変
と
同
様
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
以
降
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
階
段
の
南
側
で
は
、
通
路
の
よ
う
に
平
坦
に
な
っ
た

空
間
（
Ｌ
７４４
）
が
検
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
階
段
と
の
関

係
は
不
明
確
で
あ
る
。

６
�
部
屋
６
（
北
の
小
部
屋
の
東
隣
の
空
間
、

図
１２
、
グ
リ
ッ
ド
Ｆ
／
Ｇ
１３
／
１４
）

（
１
）
調
査
地
区
、
基
本
層
序

本
地
区
で
も
、
発
掘
調
査
開
始
以
前
か
ら
石
列
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
何
ら
か
の
人
為
的
な
空
間
の
存
在
が
予
想
さ
れ
た
。
二
〇

一
五
年
度
の
調
査
の
結
果
、
こ
こ
に
は
四
方
を
壁
に
囲
ま
れ
た
一

辺
２
・
５
�
程
度
の
空
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、

部
屋
５
同
様
、
落
石
を
含
む
土
（
Ｌ
７０１
）
が
深
く
堆
積
し
て
お
り
、

二
〇
一
五
年
度
は
ア
プ
ス
の
検
出
に
注
力
し
た
た
め
に
調
査
を
中

断
し
た
。
今
年
度
改
め
て
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
新
た
な
ロ
ー

カ
ス
（
Ｌ
７８１
）
を
付
し
、
発
掘
を
再
開
し
た
。

（
２
）
出
土
遺
構

調
査
の
結
果
、
部
屋
５
の
ロ
ー
カ
ス
７３９
と
同
様
、
床
面
の
よ
う

な
も
の
は
一
切
検
出
で
き
ず
に
７０
�
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
後
に
岩
盤

（
Ｌ
９０４
）
に
到
達
し
た
。
た
だ
し
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
土
器
片

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
九
一
（
一
九
一
）



は
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
ず
、
大
部
分
が
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
も
の
で
あ

っ
た
点
は
ロ
ー
カ
ス
７３９
と
異
な
る
。
ロ
ー
カ
ス
７８１
か
ら
は
、
こ
の

ほ
か
に
牛
と
思
わ
れ
る
大
型
哺
乳
動
物
の
骨
な
ど
も
出
土
し
て
い

る
（
19
）。
一
方
、
ロ
ー
カ
ス
７８１
は
、
西
側
以
外
の
三
方
を
お
そ
ら
く
マ

ム
ル
ー
ク
朝
期
の
壁
が
囲
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
時
期
の

土
器
片
が
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
空

間
が
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
歴
史
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
考

察

西
壁
は
切
り
石
製
の
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
東
壁
（
Ｗ
７０３
）
で

あ
る
が
、
残
り
三
方
は
比
較
的
粗
雑
な
つ
く
り
で
あ
り
、
後
代
に

加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
屋
は
、
ビ

ザ
ン
ツ
期
の
教
会
の
外
壁
に
寄
り
か
か
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
た

こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
教
会
堂
以
東
に
広
が
る
マ
ム
ル
ー
ク

朝
期
の
施
設
群
（
Ｃ
地
区
）
と
の
関
連
を
想
定
す
る
上
で
、
重
要

で
あ
る
。
特
に
こ
の
部
屋
の
東
側
で
は
、
石
列
が
さ
ら
に
東
側
の

大
型
建
物
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
こ
と
が
地
表
か
ら
観
察
で
き
、

こ
の
部
屋
を
始
め
、
部
屋
５
や
家
畜
小
屋
（
部
屋
４
）、
階
段
施

設
な
ど
も
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
大
型
建
物
の
一
部
で
あ
っ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
20
）
。

ま
た
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
壁
Ｗ
７０３
の
東
面
で
は
、
岩
盤
直
上
の
構

図 12 部屋 6の遺構（北側から撮影）
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造
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
地
区
同
様
、
岩
盤
直
上
の

一
段
目
は
、
粗
く
整
形
さ
れ
た
切
り
石
を
使
用
し
て
い
た
。
ま
た
、

岩
盤
の
標
高
が
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
南
部
に
は
、
も
う
一
段
切

り
石
の
列
を
置
き
、
平
坦
な
面
を
作
っ
た
う
え
で
壁
を
形
成
す
る

と
い
う
手
法
も
確
認
さ
れ
た
。

７
�
南
東
角
付
近
（
グ
リ
ッ
ド
Ｈ
／
Ｊ
１３
）

（
１
）
調
査
地
区
、
基
本
層
序

教
会
堂
の
南
東
角
を
検
出
し
、
塔
と
教
会
堂
の
関
係
を
あ
き
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
平
面
図
か
ら
予
測
さ
れ
る
塔
の
東
壁
か
ら
約

１
・
２
�
の
地
点
に
、
幅
１
�
の
ト
レ
ン
チ
を
南
北
方
向
に
設
け

た
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
区
画
は
後
代
に
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
、
ト
レ
ン
チ
の
北
側
部
分
と
南
側
部
分
で
わ

ず
か
に
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
２
）
出
土
遺
構

北
側
部
分
で
は
、
地
表
下
５
�
程
度
の
地
点
か
ら
、
非
常
に
粗

雑
に
組
ま
れ
た
石
列
（
Ｗ
７７０
）
が
検
出
さ
れ
た
。
本
ト
レ
ン
チ
は

幅
１
�
足
ら
ず
の
調
査
区
で
あ
り
、
こ
の
壁
の
性
格
を
解
明
す
る

に
は
十
分
で
は
な
い
が
、
壁
の
南
面
に
は
漆
喰
の
面
（
Ｌ
７７１
）
が

確
認
さ
れ
た
。
漆
喰
面
は
南
へ
行
く
に
し
た
が
っ
て
水
平
に
な
り
、

切
り
石
に
よ
る
石
列
（
Ｌ
７７２
）
の
上
面
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
が
、

本
ト
レ
ン
チ
の
西
面
土
層
断
面
の
観
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
漆
喰
の
塗
ら
れ
た
小
部
屋
は
、
す
で
に
Ｃ
地
区

の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
大
型
建
物
に
複
数
検
出
さ
れ
て
お
り
、
同

一
の
建
物
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
21
）
。

残
念
な
こ
と
に
、
本
ト
レ
ン
チ
は
南
方
ほ
ど
後
代
の
破
壊
が
激

し
く
、
Ｗ
７７２
以
南
で
は
ほ
と
ん
ど
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

南
端
付
近
で
は
、
現
在
の
地
表
下
約
８０
�
の
地
点
か
ら
も
現
代
の

廃
棄
物
が
出
土
し
て
お
り
、
考
古
学
的
に
意
味
の
あ
る
層
位
で
は

な
か
っ
た
。
南
端
付
近
か
ら
は
直
角
に
並
べ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え

る
石
列
（
Ｗ
７７６
）
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
周
囲
の
み
を
さ
ら

に
掘
り
下
げ
た
（
Ｌ
７７７
）。
そ
の
結
果
、
Ｗ
７７６
を
構
成
す
る
石
列

は
一
辺
が
１００
�
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
丹
念
に
整
形
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
本
来
は
ビ
ザ
ン
ツ
期

の
建
築
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
検
出
さ

れ
た
の
は
崩
落
し
た
状
態
で
あ
り
、
教
会
堂
の
南
東
角
を
明
ら
か

に
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
22
）
。
こ
の
地
点
よ
り
も
さ
ら
に
掘
り
下

げ
れ
ば
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
原
位
置
の
壁
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
た
が
、
塔
が
支
持
を
失
い
、
崩
落
す
る
危
険
性
を
懸
念

し
、
こ
の
時
点
で
調
査
を
終
了
し
た
。

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
九
三
（
一
九
三
）



Ⅳ
�
Ｃ
地
区

発
掘
調
査
と
並
行
し
て
行
っ
た
清
掃
作
業
中
に
、
Ｃ
地
区
の
東

側
で
南
北
方
向
に
長
さ
１０
�
以
上
に
わ
た
っ
て
延
び
る
壁
が
観
察

さ
れ
た
。
こ
の
壁
は
、
す
で
に
発
掘
さ
れ
て
い
る
Ｃ
１
地
区
の
家

畜
小
屋
（
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
）
の
入
り
口
か
ら
始
ま
り
、
Ｃ
２
地

区
の
貯
蔵
庫
群
の
東
側
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
上
段

の
石
は
後
代
に
積
み
直
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
最
下
段
の
石
は
遺
構
を
形
成
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
建
物
の
外
壁
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
だ

け
の
証
拠
で
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
も
し
こ
の
壁
が
マ

ム
ル
ー
ク
朝
期
の
大
型
建
物
全
体
の
外
壁
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

こ
の
建
物
は
、
南
北
２５
�
程
度
、
東
西
１７
�
程
度
の
巨
大
な
も
の

と
な
り
、
西
側
は
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
の
壁
に
寄
せ
て
造
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
尚
、
こ
の
石
列
の
一
部
に
は
タ
ブ
ラ
・
ア
ン

サ
タ
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
の
建
材

の
再
利
用
だ
と
思
わ
れ
る
。

Ｖ
�
ま
と
め

以
上
、
二
〇
一
六
年
度
の
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
に
お

け
る
調
査
で
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
の
中
央
に
記
念
聖
堂
ら

し
い
特
殊
な
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
の

遺
構
は
、
入
口
と
ア
プ
ス
を
結
ぶ
軸
線
上
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

今
後
は
、
こ
の
遺
構
と
教
会
堂
全
体
の
構
造
と
の
関
係
を
検
討
し
、

ビ
ザ
ン
ツ
期
に
お
け
る
教
会
堂
の
建
築
様
式
の
発
達
史
を
研
究
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
施
設
の

存
在
は
、
こ
の
場
所
が
聖
書
の
伝
承
と
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
を

高
め
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
「
ベ
テ
ル
の
東
」
と
同
定

す
べ
き
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の

性
格
を
理
解
す
る
上
で
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の

施
設
は
、
十
字
軍
期
や
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
も
改
変
さ
れ
つ
つ
継

続
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
宗
教
的
伝
統
の
継
続
と
変
化

を
と
ら
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
Ｄ
地
区
に
お
い
て
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
家

畜
小
屋
が
見
つ
か
り
、
同
時
期
の
階
段
や
小
部
屋
群
な
ど
と
関
連

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
に

お
け
る
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た

以
上
に
活
発
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
て
き

た
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
遺
跡
は
都
市
遺
跡
が
多
く
、
当
時
の
農
業

集
落
の
実
態
が
わ
か
る
例
は
少
な
い
の
で
、
本
遺
跡
の
デ
ー
タ
は
、

今
後
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
パ
レ
ス
チ
ナ
社
会
の
全
体
像
を
検
討
す

る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
九
四
（
一
九
四
）
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杉
本
智
俊

二
〇
一
四
年
「
ベ
イ
テ
ィ
ン
（
べ
テ
ル
）
遺
跡
に
お
け

る
考
古
学
的
調
査
の
課
題
」『
聖
書
学
論
集
』
四
六
号
、
六
一
―
八

二
頁
。

杉
本
智
俊

二
〇
一
六
年
ａ
「
二
〇
一
五
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡

（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査
」『
史
学
』

八
六
巻
三
号
�
七
三
―
八
五
頁
。

杉
本
智
俊

二
〇
一
六
年
ｂ
「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ

イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
塔
の
機
能
と
年
代
―
ビ
ザ
ン
ツ
期
、
十
字
軍
期
の

塔
と
の
比
較
を
通
し
て
」『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
の
地
平
―
小
川

英
雄
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
』
リ
ト
ン
、
二
〇
七
―
二
二
九
頁
。

杉
本
智
俊
・
間
舎
裕
生

二
〇
一
三
年
「
二
〇
一
二
年
度
ベ
イ
テ
ィ

ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
一
般
調
査
」

『
史
学
』
第
八
二
巻
第
一
・
二
号
、
一
〇
五
―
一
二
七
頁
。

杉
本
智
俊
・
菊
池
実

二
〇
一
四
年
「
二
〇
一
三
年
度

ワ
デ
ィ
・

ワ
タ
ヒ
ー
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発

掘
調
査
」『
史
学
』
第
八
三
巻
第
二
・
三
号
、
一
一
九
―
一
三
八
頁
。

杉
本
智
俊
・
菊
池
実
、
間
舎
裕
生

二
〇
一
五
年
「
二
〇
一
四
年
度

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発

掘
調
査
」『
史
学
』
第
八
四
巻
一
―
四
号
、
五
二
三
―
五
三
六
頁
。

杉
本
智
俊
・
西
山
伸
一
・
間
舎
裕
生

二
〇
一
三
年
「
二
〇
一
三
年

度
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け

る
考
古
学
的
発
掘
調
査
」『
史
学
』
第
八
三
巻
第
一
号
�
五
七
―
八

七
頁
。

註（
１
）
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
杉
本
・
間
舎
二
〇
一

三
参
照
。
ま
た
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
で
発
掘
さ
れ
た
教
会

堂
に
つ
い
て
は
、
杉
本
二
〇
一
六
ａ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
石
列
は
堅
い
石
灰
岩
製
（
長
さ
８０
〜
１２０
�
、
幅
７４
�
、
厚
さ
２０

�
）
で
あ
り
、
現
在
東
西
に
約
２７
�
視
認
可
能
で
あ
る
。
付
近
に

は
二
次
使
用
の
状
態
で
三
基
の
柱
台
と
倒
れ
た
柱
身
一
本
も
残
さ

れ
て
お
り
、
石
列
は
柱
廊
を
支
え
る
基
礎
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
外
壁
の
外
側
部
分
か
ら
石
列
の
南
側
の
縁
ま
で
は
４
・
６
�
で

あ
る
が
、
教
会
堂
全
体
の
南
北
の
幅
は
約
２８
�
あ
る
。

（
４
）
北
西
角
の
囲
み
は
、
今
回
完
全
に
露
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他

の
三
基
と
ほ
ぼ
同
じ
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
た
だ
し
、
十
字
軍
時
代
の
テ
ッ
セ
ラ
な
ど
も
認
め
ら
れ
た
の
で
、

詳
細
は
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
６
）
事
実
、
本
教
会
堂
内
部
か
ら
、
多
数
の
ス
ク
リ
ー
ン
と
ポ
ス
ト

の
断
片
が
出
土
し
て
い
る
。

（
７
）
こ
の
遺
構
と
囲
み
で
構
成
さ
れ
た
遺
構
は
、
全
面
が
漆
喰
で
塗

ら
れ
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
特
別
な
空
間
を
形
成
し
て
い
た
。
住

居
や
倉
庫
、
厩
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
た
大
型
建
物
と
は
、
建
築
の

性
格
そ
の
も
の
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）
階
段
の
上
の
石
敷
き
の
床
面
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
も
改
変
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
〇
一
六
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

一
九
五
（
一
九
五
）



（
９
）
シ
リ
ア
の
カ
ラ
ー
ト
・
セ
マ
ー
ン
の
聖
シ
メ
オ
ン
教
会
は
、
そ

の
例
と
み
な
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
長
堂
式
の
会
堂
自

体
が
十
字
型
に
広
が
っ
て
お
り
、
完
全
に
同
じ
と
は
言
え
な
い
。

ヨ
ル
ダ
ン
王
国
ウ
ム
・
カ
イ
ス
遺
跡
の
教
会
テ
ラ
ス
内
に
存
在
す

る
正
方
形
の
教
会
は
、
内
側
に
八
角
形
の
集
中
型
の
教
会
堂
を
持

っ
て
お
り
、
比
較
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
（M

acD
onald,fig.3

:
5

参
照
）。

（
１０
）
創
世
記
一
二
章
八
節
、
同
二
八
章
一
〇
―
一
九
節
、
列
王
記
上

一
三
章
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
祭
壇
、
ヤ
コ
ブ
の
幻
、

金
の
子
牛
の
高
き
所
を
非
難
し
た
預
言
者
の
墓
と
ベ
テ
ル
を
結
び

つ
け
る
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
杉
本
二
〇
一
六
ｂ

を
参
照
。

（
１１
）
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
教
会
堂
は
、
そ
の
時
代
の
末
期
に
破
壊
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
期
（
ウ
マ
イ
ヤ
朝
、
ア
ッ

バ
ー
ス
朝
）
の
生
活
の
痕
跡
が
、
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。

（
１２
）
囲
み
内
側
の
漆
喰
が
分
厚
い
こ
と
も
考
え
る
と
、
こ
の
囲
み
の

石
を
積
み
直
し
た
の
は
か
な
り
早
い
時
期
（
十
字
軍
期
？
）
だ
と

思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
通
路
の
間
を
詰
め
た
時
代
よ
り
は
前

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１３
）
囲
み
構
造
の
外
側
に
元
来
も
う
一
重
の
壁
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。

（
１４
）
そ
う
だ
と
す
る
と
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
以
降
に
な
ぜ
忘
れ
ら
れ

た
の
か
は
課
題
で
あ
る
。

（
１５
）
外
壁
の
漆
喰
が
薄
い
こ
と
に
も
留
意
さ
れ
た
い
。

（
１６
）
ア
ブ
ラ
ハ
ム
伝
承
が
残
る
場
所
で
の
ビ
ザ
ン
ツ
期
、
十
字
軍
期
、

イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
交
錯
は
、
ア
ル
・
ア
ク
サ
・
モ
ス
ク
（
エ
ル
サ

レ
ム
）、
ヘ
ブ
ロ
ン
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
は
イ
ス

ラ
エ
ル
民
族
の
直
接
の
祖
と
な
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
も
崇
敬
さ

れ
て
い
た
（
ク
ル
ア
ー
ン
二
一
章
「
預
言
者
」
七
三
節
な
ど
参
照
）。

（
１７
）
こ
の
床
面
に
漆
喰
な
ど
の
付
着
は
皆
無
で
あ
り
、
モ
ザ
イ
ク
面

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
〇
一
三
年
度

の
調
査
時
に
、
教
会
堂
内
部
の
南
西
隅
近
く
か
ら
ひ
ど
く
破
壊
さ

れ
た
モ
ザ
イ
ク
面
が
検
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
１８
）
西
側
ト
レ
ン
チ
の
実
測
図
は
、
高
位
の
平
石
の
南
北
端
に
お
け

る
中
点
を
結
ん
だ
線
、
ア
プ
ス
中
央
部
の
一
段
積
み
の
大
石
の
上

面
の
北
端
を
基
準
と
し
て
作
成
し
た
。

（
１９
）
こ
の
よ
う
に
動
物
骨
と
と
も
に
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
土
器
片
が
大
量

に
出
土
す
る
の
は
、
二
〇
一
三
年
度
に
教
会
堂
南
西
角
付
近
を
岩

盤
ま
で
掘
り
下
げ
た
際
に
も
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。

（
２０
）
部
屋
６
と
部
屋
５
の
構
造
状
の
類
似
性
、
部
屋
４
（
家
畜
小

屋
）
か
ら
部
屋
５
を
通
っ
て
階
段
施
設
に
至
る
経
路
を
考
え
る
時
、

こ
れ
ら
は
一
つ
な
が
り
の
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
２１
）
出
土
標
高
か
ら
も
、
同
時
期
に
属
す
る
遺
構
の
一
部
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

（
２２
）
こ
の
地
点
は
、
塔
に
近
接
し
て
お
り
、
そ
の
建
設
の
際
に
破
壊

さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
九
六
（
一
九
六
）


